
訂正情報 

 

 

『キャッシュ・フロー』（2010.7.29 発行）に以下のような誤植がございました。お客さま

にご迷惑をおかけしましたことを謹んでお詫び申し上げます。 

2015 年 10 月 23 日 

 

正しくは以下のようになります。 

 

P95 下記参照 

   

 

P105 

図の有形固定資産の表題 

【誤】定期預金 →【正】有形固定資産 

図の投資有価証券の表題 

【誤】定期預金 →【正】投資有価証券 

 

P118 

【誤】「キャッシュ・フロー清算書」→ 

【正】「キャッシュ・フロー精算表」 

 



P123 

図の増減明細の表題 

【誤】「利益剰余金」 →【正】「有形固定資産」 

 

P146 

【誤】「キャッシュ・フロー清算書」→ 

【正】「キャッシュ・フロー精算表」 

 

P154 

「簡便法のデータの流れ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

P 155 

 

P162 

「簡便法のデータの流れ」 

 



P163 

 

P177 

表 ②増減明細、P/L 情報 ３行目 

【誤】「回収」→【正】「期末」 

 

本文下から３行目 

【誤】A 社は利益剰余金 80 増加（受取配当金）、B 社は→ 

【正】P 社は利益剰余金 80 増加（受取配当金）、A 社は 

 

 

P183 

本文下から３行目の 

【誤】A 社は利益剰余金 20 増加（受取配当金）しているが→ 

【正】P 社は利益剰余金 20 増加（受取配当金）しているが 

 

ページの最後 

【誤】（→図２）→ 

【正】削除 

 

P185 

【誤】C/F 清算表（間接法）→ 

【正】C/F 清算表（直接法） 

 



P189 ②増減明細、P/L 情報 ２行目 

【誤】減少（決算為替差益）→ 

【正】減少（決算為替差損） 

 

本文下から２行目 

【誤】これに連結消去仕訳を反映するとなると、「２」→ 

【正】これに連結消去仕訳を反映するとなると、「１」 

 

P190 

本文最後 

【誤】そうなるよう連結調整でその影響額を調整すると、「2」を＋ 1,000、「3」を△ 9,500、

「4」を△ 500 します。この調整を反映すると、「2」が 30、「4」が△ 1,000 となり、正し

くなります。→ 

 

【正】そうなるよう連結調整でその影響額を調整すると、「1」と「3」、「2」と「4」は差が

なくなります。 

 

『「原則法」による換算差額の連結調整』の一番下のボックス 

【誤】親会社が子会社 B に貸付。このとき、→ 

【正】親会社が子会社 A に貸付。このとき、 

 

P202 

【誤】C/F 清算表（間接法）→ 

【正】C/F 清算表（直接法） 

 

P220 ページの下、ONE POINT「投資活動による C/F と償却費の関係」 

【誤】「投資活動に夜 C/F は」→ 

【正】「投資活動による C/F は」 


